
名古屋港飛島ふ頭のコンテナターミナル整備により、
海外向け自動車部品等のコンテナ貨物取扱量は
約20年で約3倍に増加。

名古屋環状2号線の整備により、小牧市～飛島ふ
頭間の物流の回旋数が増加(1日2往復→3往復)
と物流効率化(企業ヒアリングより）。

before after

1日2往復が3往復に
トラック人材不足に備える！

飛島ふ頭のコンテナ貨物取扱量の推移

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

民間活力との連携
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海外生産車550万台の部品のうち、
約30%を国内で生産
「飛島ふ頭」より輸出
※企業ヒアリングより
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1日2往復が3往復へ

⾃動⾞関連

名古屋港⾶島ふ頭

輸送業(Ｍ社)

■名古屋港への物流の動き

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

コンテナ貨物取扱量 自動車部品取扱貨物量

（万トン）

出典：名古屋港管理組合「名古屋港統計年報」より作成※公表されている⾃動⾞部品の貨物取扱量はH12からのみ

⾃動⾞部品の貨物取扱量

コンテナ貨物取扱量 約３倍

民間活力と連携し最先端機材を導入・物流効率の
更なる向上を図る

自働搬送台車

TS１
TS２

飛島ふ頭南側
コンテナターミナル

飛島ふ頭全景 名古屋港

飛島ふ頭東側
コンテナターミナル

９３号

９４号

H3.4 ９４号供用 H9.4 ９３号供用

H17.12 ＴＳ２供用

H20.12 ＴＳ１供用

遠隔操作
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提供：⾶島コンテナ埠頭株式会社提供：名古屋港管理組合


